
コンサルテーションで見えてきた

強度行動障がい支援のまずはここ！

　  自閉症教育・支援コンサルタント　水
み ず

野
の

 敦
あ つ

之
し

　　 （入所施設サポート　コンサルタント）

　宍原荘、わらしな学園の２施設がサポート事業で

コンサルテーションを続けてきた中で、良い効果が

少しずつ増えてきています。

　「なぜ効果があがるのか？」という視点を紹介

します。
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氷山モデルの視点で整理する

　気になっている行動に対する介入でまずやるべきではないのは、その行動に対して

思いつきや勘で支援することです。もっと怖いことは気持ちや感情で支援することで

す。思いつき、勘、気持ち、感情での支援は、良い方向にいかないだけではなく、合

理的配慮から遠い支援になり、さらには虐待へのリスクが高まります。

　そうならない支援のためには、チームで共通のフレームワーク（考える枠組み）を
持つことが大切です。そこで出てくるのは氷山モデルの視点です。
　氷山モデルの視点は、自閉症の人、強度行動障がいになっている人の行動を氷山の

一角に置き換え、その行動に着目するのではなく水面下の要因に着目していくものです
（38ページ参照）。

　

　書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』※11では、瞬時にまたは計画的に、

その行動の背景になる要因である『本人の特性』や『環境要因』、『本人の気づき』な

どから困難さを補う支援と本人に合わせた環境調整を計画し実施し、さらに調整して

いくことを氷山モデルシート（39ページ参照）で進めることをおすすめしています。

　

　この事業でのコンサルテーションで

は、氷山モデルシートを活用して、上

記の要因を整理することをやっていた

だいています。書き出すことのメリッ

トは２つです。　

　１つは、考察、整理がしやすくなる

ことですが、もう１つ大きいのはイメー

ジしていない要因やその時点でない本

人の情報（例えば、本人が何によって

終わりを理解するか？）がわかること

です。

　書き出さない支援は、やはり思いつきで実施し、必要な情報のアセスメントをしな

いまま計画を立ててしまいます。

　氷山モデルシートを使えば、すぐに解決策が見えていくわけではありません。継続

的にシートを使ってアセスメント、計画と調整を続けていきます。

　

※11  書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』 水野敦之著／エンパワメント研究所

–37–

入
所
施
設
サ
ポ
ー
ト

通
所
施
設
サ
ポ
ー
ト

強
度
行
動
障
が
い
支
援
の

ま
ず
は
こ
こ
！

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は

強度行動障がい支援のまずはここ！



※12  エコラリア 反響言語。他者が話した言語を繰り返して発声すること。

※13  ジョイントアテンション 共同注意。他者と同じものに注意を向け、情報を共有・伝達すること。

※14  セオリ・オブ・マインド 心の理論。前後の流れ、周囲の状況、言語、非言語コミュニケーションによって、相手の気
持ちを推測すること。
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個別化したコミュニケーションの計画

　多くの自傷や他害などの課題になっている行動は、受容コミュニケーションと表出

コミュニケーションの困難さが要因としてあげられます。※そうでないものもあります。

　周囲の状況と見通しを本人が理解できる形で伝える受容コミュニケーションのサ
ポート、また本人に合わせた自分の気持ち、情報を伝える方法を準備する表出コミュ
ニケーションのサポートが必要になります。まずは、ここからです。本人にあった環
境にあわせて、本人の理解できる見通しと本人の気持ちを伝える方法を準備し教える

ことが具体的な行動支援の第一歩になります。

見通しのある具体的な活動の設定

　行動支援で構造化などの支援や環境設定は大切になります。しかし、それは前提で

あり、土台であり、補助具でもあります。構造化や環境設定だけでは、おそらく行動

面の課題は解決しないと考えます。

　どんなに視覚的なスケジュールやＴＯＤＯ表示、活動の手順書があっても、それを
使って伝える生活内容、つまり具体的な活動が無いと意味がありません。
　具体的な活動の設定でまず浮かぶのが、本人の興味関心から始めることです。しか

し、多くの支援者が興味関心から始めてもうまくいっていません。興味関心がそもそ

も見つからないと、そこから発展することが難しいのです。

　今回、この事業でコンサルテーションをさせていただいた２つの施設では、興味関

心にこだわらず、様々な活動のアセスメントから本人の『できる部分』を活用し、も
う少しでできる部分は構造化を活用して教える実践をしてもらいました。結果、目で
見てわかる形で以前よりも活動の広がりがでて、そして行動面での安定につながって

います。
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※15  フレームワークシート 書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』に掲載。

境界の明確化は自信を持った行動につながる
　今回の事業でのコンサルテーションで繰り返しアドバイスさせていただいたのは、

境界を明確にすることでした。どこからどこまでが関係のある部分でどこからどこま
では関係のない場面かという空間の境界（空間の整理統合）、今の活動はこれで、こ
の後はこれという時間の境界（時間の整理統合）、これらを明確にすることが見通し
をもった行動と自立につながることは２つの施設の実践を見るとわかります。

　境界が不明瞭であれば、見通しを持てないし、自信をもってできません。境界があ

れば自信を持ちますし、自立的な行動とその広がり（ＱＯＬの広がり）につながります。

　

チームの協働を支える明文化とフレームワーク
　支援チーム間で重要なことは、アセスメント内容と支援の方向性を共有することで
す。そこが揺らぐとチームでの支援がうまくいきません。本人に混乱を与えます。ア

セスメント内容と支援との共有は口頭での伝達では不可能です。そこに視覚的な媒体

が必要になります。支援チームでの構造化、視覚的支援が必要です。
　

　今回の事業での２つのコンサルテーションでは、フレームワークシート※ 15を使っ
たアセスメントとプランニングと実践を通した調整を実施していただきました。フ
レームワークシートがあることで、情報の共有だけにとどまらず、ディスカッション

の材料やうまくいっていない部分の再調整にもつながっています。

『フレームワークを活用した自閉症支援』について、
詳しくはホームページ、SNS、YouTube等を� �

ご覧ください。

トピック フラッシュバックの対応

Yo u Tu b eW E B サ イ ト
自閉症　フレームワーク
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